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理事長賞

　当院リハビリテーション部の廣瀬卓哉（作業療法士9年目）が日本の作業療法で最も権威のある雑誌で

ある「作業療法 41巻3号」において、2つの学術論文が同時に掲載されました。

【論文題目】

①回復期の脳卒中上肢機能訓練における信念対立の質的解明

②視覚入力による固有感覚の仮想的脳内反復付与は脳梗塞後の運動失調に影響するか？

①は、回復期の脳卒中上肢機能訓練における信念対立の構造を明らかにした新規性の高い研究であり、

かつ、回復期リハビリテーションにおける根拠に基づいた医療やその教育において有用な知見が提出され

たことから掲載となりました。

この研究は、廣瀬が吉備国際大学大学院 保健科学研究科の京極真 教授と寺岡睦 講師とともに共同で

研究を行ったものです。

②は、当院のリハビリテーションの先端機器であるKiNvisを使用し、従来ではリハビリテーションの方法論が

不足していた上肢の運動失調をもつ症例の物品操作能力の改善や、生活場面上の問題の改善を認め、

上肢の運動失調に対する治療法として、今後もKINVISの効果を検証していく価値があるものと考えられた

ことから掲載となりました。

　この研究は、廣瀬が湘南慶育病院 作業療法科長の丸山と東京都立大学 健康福祉学部の金子文成 

准教授とともに共同で研究を行ったものです。

内　容

令和４年６月中旬にご利用者１名の発熱があり検査を実施したところ、その時点で十数名の陽性が確認さ

れ、クラスター発生となる。

次々にスタッフも陽性となり、人員不足の状況となった。

初めてのクラスター経験に職員は不安になる中、氏は感染委員とし「何からすればいいですか！」と自らが直

ぐに行動し、ゾーニングを看護師の指示のもとスピーディーに行い、感染対策物品の配置場所、ご利用者

の担当分担を早期に決めて発信し、出来るだけご利用者の生活を守れるよう行動していた。

他職種と早期に連携し、看護師の業務も軽減できるよう、PPEの取扱いが出来ていないスタッフに対し、率

先して一人ひとり声掛けと指導を収束まで継続して毎日おこなった。

次の波が来た時、スタッフが早期に対策でき被害が最小限に抑えられるよう、

収束後も氏を中心に振り返りと準備・備えを継続して行っている。

ライフサポートひなた 佐藤　志織　　（　介護福祉士　／　入所　）

クラスター発生時、感染委員として使命感を人一倍持ち、いつ感染するか分からな
い状況の中でも自らが率先して感染対策に取組み、他職種にも自らが発信し早期に
対策できるよう仕組みつくりに貢献した功績。

合津真由美（　看護師長　／　入所部門　）

クラスター発生時に次 と々スタッフが陽性となる中で、感染委員として絶対感染しない
という使命感を持ちながら、対策に率先して取組んだ。

PPEの取扱いも他職種に繰り返しレクチャーし、出来ていないことに対し自らが繰り返
し一人ひとりに声掛け指導し、少ない人員になっても収束まで継続して続けた。氏の
頑張り・行動は、他のスタッフへの影響も大きく、精神面で励みとなっていました。よっ
て、理事長賞に推薦します。        
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